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CCUS研究開発・実証関連事業／苫小牧におけるCCUS大規模実証試験／CO2輸送に関する実証試験／

CO2船舶輸送に関する技術開発および実証試験

連絡先：日本ＣＣＳ調査株式会社 技術企画部 福永隆男
MAIL：info@japanccs.com

■液化CO2輸送技術の実証試験の計画、実施

■液化CO₂輸送技術開発 ■液化CO₂輸送の事業化に関する調査と検討

1. 相図の研究
・不純物含有CO2では三重点温度・
   圧力の上昇を確認
2. 減圧によるドライアイス生成
    メカニズムの研究
・液化CO2温度が低い程、

ドライアイスの収率増
3. 流動によるドライアイス生成
 メカニズムの研究
・小型流動実験とシミュレーションで解明

１．事業の目的・目標

２．2024年度の主な成果

３．課題と今後の取組み ４．実用化・事業化の見通し

・液化CO2船舶輸送バリューチェーン共通化協議会での成果活用
・先進的ＣＣＳ事業との連携

・低温・低圧液化CO2貯蔵用大型タンクの選定材料と試設計成果の検証
・輸送コストに影響の大きい船陸間荷役時間の短縮化
・液化CO２を配管移送する際のドライアイス生成の条件（温度・圧力・流速等）の

特定と回避策提案

■概略スケジュール

工場等からの排出されるガスから分離・回収されたCO2をCCUSを実施する地点へ、安
全に低コストで大量に輸送する手段の一つとして、CO2を最適な温度・圧力条件で液化、
貯蔵、荷役、海上輸送する船舶一貫輸送システムの構築に必要な技術の研究開発・実証
試験を行います。

提供：NEDO、山友汽船 撮影：日本CCS調査株式会社
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• 液化CO₂輸送実証試験船“えくすくぅる”が2023年11月に竣工。日本ガスラインが裸傭船して
運航を開始。2024年度は乗組員のトレーニングを中心に実証試験を実施。

• 試運転としてタンクローリーと船舶での荷役を実施。小規模に液化CO₂を輸送することによ
り、今後の実証試験が遂行できることを確認した。

• 低温低圧液化CO₂船としてドック工事を実施。検査や計測作業により、造船所や船員、陸上
運航担当者の知見を蓄積できた。今後も継続して知見を涵養していく。

• 陸上基地が竣工、世界初-50℃域の液化CO₂の連続的な輸送実証を開始。低温低圧域での液化
CO₂の海上荷役は世界初。-50℃域においてもドライアイスの生成や異常な圧力上昇なく、一
連の輸送・荷役を安全に実施できた。

• 輸送数量の増加や温度・圧力・流速など様々な条件を変更し、データの蓄積やそれぞれの条
件に応じた荷役・輸送技術の開発を目指す。

■実証試験の例

＜ローディングアーム
結着作業の様子＞

＜タンクローリーとの荷役＞

＜データ計測アプリケーション＞

＜船体動揺データの一例＞

＜一般配置図と主要目＞

■実施体制（2025年3月現在）・分担

■舞鶴基地 ■苫小牧基地
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